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論文題目
繰返確率ゲームとLyapunov最適化による分散アプリのオフロードマイニング最適
化

要旨

分散型アプリケーション(Decentralized Application: DApp)は，ブロックチェーン技術に基づくス
マートコントラクトを介したアプリケーションである．今後，様々な分野で DApp の需要が高まる
ことが予測され，それに基づき DApp 上の取引承認作業であるマイニングの重要性が増し
ている．しかし，多くの DApp ユーザは計算資源の少ない端末を使用しているため，計算負荷の大き
いマイニングタスクを実行することが困難である．そこで，DApp ユーザは自身のマイニン
グタスクをクラウドサービスプロバイダ(Cloud service provider: CSP)にオフロードすること
で DApp の運営に参加する．このような状況で，ユーザが複数の CSP からタスクのオフロー
ド先としてどの CSP を選択するかを決定する CSP 選択問題が発生する．DApp を安定的に成長
させるために，DApp ユーザの公平性を満たしながら，DApp ユーザの効用を最大化するよう
に，CSP の計算資源を割り当てる手法の開発が求められる．本論文では，この CSP 選択問題を，
繰返確率ゲームとして定式化するとともに，DApp の管理者が提案する CSP をオフロード先とし
て選択することで，各 DApp ユーザが自身の期待効用を最大化する粗相関均衡(Coarse
Correlated Equilibrium: CCE)を達成するような計算資源の割当手法を提案する．定式化した繰返確率
ゲームを解くために，Lyapunov 最適化と drift-plus-penalty アルゴリズムを利用したオンラインア
ルゴリズムを開発する．数値実験より，drift-plus-penalty アルゴリズムのパラメタが性能に
与える影響を調査するとともに，提案方式が比較方式より高い時間平均効用と比例公平を達成する
ことを示す.


